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＜要   約＞ 
 わが国における看取りの場所は，医療技術の進展や社会保障制度のあり方に大きく影響を
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大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要
検索により得られたデータについて経年変化を概
観する（図  1 ）。それによると研究成果発表の初



























































項目 内訳 数 ％ 
1.研究対象 学生 52 42.6 
 
現任医療従事者 34 27.9 
 
患者・患者家族 9 7.4 
 
一般市民 26 21.3 
  諸外国 1 0.8 
2.研究目的 医療環境の整備・充実 62 51.7 
 
教育 57 47.5 
  死生観の国際比較 1 0.8 
3.掲載誌 学会・研究会誌 75 62.5 
 
紀要 43 35.8 
抄録集 1 0.8 
  一般雑誌 1 0.8 
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急増している点である。その内訳は看護学が  9 
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